
(57)【要約】

【課題】　大脳疲労に基づく計算能力低下等の大脳疲労

を回復する薬剤の提供。

【解決手段】　クロロゲン酸類、カフェ酸、フェルラ酸

及びそれらの薬学的に許容される塩から選ばれる１種以

上を有効成分とする大脳疲労回復剤。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 、 カ フ ェ 酸 、 フ ェ ル ラ 酸 及 び そ れ ら の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 か ら 選 ば れ
る １ 種 以 上 を 有 効 成 分 と す る ヒ ト の 大 脳 疲 労 回 復 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 精 神 的 活 動 に 基 づ く 大 脳 疲 労 を 軽 減 す る も の で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 大 脳 疲 労 回 復 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 、 カ フ ェ 酸 、 フ ェ ル ラ 酸 及 び そ れ ら の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 か ら 選 ば れ
る １ 種 以 上 を 有 効 成 分 と す る ヒ ト の 大 脳 疲 労 回 復 用 食 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ヒ ト に 固 有 の 精 神 的 活 動 （ 例 え ば 計 算 能 力 ） に よ る 疲 労 す な わ ち 大 脳 疲 労 を
回 復 さ せ る た め の 薬 剤 及 び 食 品 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 疲 労 は 、 通 常 、 精 神 疲 労 と 肉 体 疲 労 に 大 き く 分 類 さ れ る 。 現 代 社 会 に お い て は 、 肉 体 的
疲 労 よ り も 精 神 的 な 疲 労 が も た ら す 影 響 の 方 が と り わ け 深 刻 に な っ て き て い る 。 疲 労 回 復
剤 と し て は 各 種 ビ タ ミ ン や ミ ネ ラ ル 等 の 栄 養 補 給 剤 が 用 い ら れ て い る が 、 実 際 上 は 肉 体 疲
労 時 の 栄 養 補 給 を 目 的 と し て い る 。 一 方 、 精 神 疲 労 に 対 す る 効 果 効 能 を も っ た 疲 労 回 復 剤
に つ い て は 未 だ 知 ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 に つ い て は 、 例 え ば 抗 高 血 圧 作 用 や 血 管 内 皮 機 能 改 善 作 用 な ど が 報 告 さ
れ て い る が 、 長 時 間 コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 し た 場 合 や 連 続 し た 思 考 に よ る 大 脳 疲 労 （ 思 考 能
力 の 低 下 ） を 回 復 さ せ る 効 果 の 報 告 は な い （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ ３ ４ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ １ ４ ４ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は ヒ ト に 固 有 の 精 神 的 活 動 （ 例 え ば 計 算 能 力 、 連 続 思 考 等 ） に よ る 疲 労 を
回 復 さ せ る 剤 、 す な わ ち 大 脳 疲 労 回 復 剤 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 者 は 、 視 覚 の 疲 労 を 通 じ て 大 脳 疲 労 の 度 合 い を 評 価 す る フ リ ッ カ ー テ ス ト
と 大 脳 疲 労 を 生 じ さ せ る 計 算 負 荷 作 業 と を 組 み 合 せ 、 作 業 継 続 に よ る 計 算 能 力 等 の 低 下 、
す な わ ち 大 脳 疲 労 を 回 復 さ せ る 成 分 を 探 索 し た と こ ろ 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 、 カ フ ェ 酸 、 フ ェ
ル ラ 酸 及 び そ れ ら の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 か ら 選 ば れ る １ 種 以 上 に 大 脳 疲 労 回 復 効 果 が あ
る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 、 カ フ ェ 酸 、 フ ェ ル ラ 酸 及 び そ れ ら の 薬 学 的 に 許
容 さ れ る 塩 か ら 選 ば れ る １ 種 以 上 を 有 効 成 分 と す る ヒ ト の 大 脳 疲 労 回 復 剤 又 は 大 脳 疲 労 回
復 用 食 品 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 長 時 間 コ ン ピ ュ ー タ 使 用 後 、 計 算 や そ の 他 の 思 考 に よ る 精 神 疲 労 （ 大
脳 疲 労 ） に よ る 能 力 低 下 を 回 復 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 大 脳 疲 労 が 想 定 さ れ る 精 神 的
活 動 の 作 業 前 に 服 用 し て お く こ と で 大 脳 疲 労 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 で 用 い る ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 、 カ フ ェ 酸 、 フ ェ ル ラ 酸 は 、 こ れ を 含 有 す る 天 然 物 、 特
に 植 物 か ら 抽 出 す る こ と も で き 、 化 学 合 成 に よ り 工 業 的 に 製 造 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お け る ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 、 カ フ ェ 酸 、 フ ェ ル ラ 酸 に は 、 立 体 異 性 体 が 存 在 し 、 本
発 明 で は 、 純 粋 な 立 体 異 性 体 又 は そ れ ら の 混 合 物 を 用 い る こ と が で き る 。 本 発 明 に お け る
ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 に は 、 具 体 的 に は 、 ３ － カ フ ェ イ ル キ ナ 酸 、 ４ － カ フ ェ イ ル キ ナ 酸 、 ５ －
カ フ ェ イ ル キ ナ 酸 、 ３ ， ４ － ジ カ フ ェ イ ル キ ナ 酸 、 ３ ， ５ － ジ カ フ ェ イ ル キ ナ 酸 、 ４ ， ５
－ ジ カ フ ェ イ ル キ ナ 酸 、 ３ － フ ェ ル リ ル キ ナ 酸 、 ４ － フ ェ ル リ ル キ ナ 酸 、 ５ － フ ェ ル リ ル
キ ナ 酸 及 び ３ － フ ェ ル リ ル － ４ － カ フ ェ イ ル キ ナ 酸 等 が 含 ま れ る （ 中 林 ら ， コ ー ヒ ー 焙 煎
の 化 学 と 技 術 ， 弘 学 出 版 株 式 会 社 ， p166-167） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 、 カ フ ェ 酸 、 フ ェ ル ラ 酸 は 、 塩 に す る こ と に よ り 水 溶 性 を 向 上 さ せ 、 生
理 学 的 有 効 性 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ ら の 塩 と し て は 、 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 で
あ れ ば よ い 。 こ の よ う な 塩 形 成 用 の 塩 基 物 質 と し て は 、 例 え ば 、 水 酸 化 リ チ ウ ム 、 水 酸 化
ナ ト リ ウ ム 、 水 酸 化 カ リ ウ ム 等 の ア ル カ リ 金 属 の 水 酸 化 物 ； 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 酸 化
カ ル シ ウ ム 等 の ア ル カ リ 土 類 金 属 の 水 酸 化 物 ； 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム 等 の 無 機 塩 基 、 ア ル ギ
ニ ン 、 リ ジ ン 、 ヒ ス チ ジ ン 、 オ ル ニ チ ン 等 の 塩 基 性 ア ミ ノ 酸 ； モ ノ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 ジ
エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 等 の 有 機 塩 基 が 用 い ら れ る が 、 特 に ア ル カ リ 金
属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 の 水 酸 化 物 が 好 ま し い 。 本 発 明 に お い て は 、 こ れ ら の 塩 を 調 製 し
て か ら 、 そ の 他 の 成 分 か ら な る 組 成 物 中 に 添 加 し た も の で も よ い し 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 等 と
塩 形 成 成 分 と を 別 々 に 該 組 成 物 中 に 添 加 し て 、 こ の 中 で 塩 を 形 成 せ し め た も の で も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 、 カ フ ェ 酸 を 含 有 す る 天 然 物 抽 出 物 と し て は 、 例 え ば 、 コ ー ヒ ー 、 キ ャ
ベ ツ 、 レ タ ス 、 ア ー チ チ ョ ー ク 、 ト マ ト 、 ナ ス 、 ジ ャ ガ イ モ 、 ニ ン ジ ン 、 リ ン ゴ 、 ナ シ 、
プ ラ ム 、 モ モ 、 ア プ リ コ ッ ト 、 チ ェ リ ー 、 ヒ マ ワ リ 、 モ ロ ヘ イ ヤ 、 カ ン シ ョ 、 南 天 の 葉 、
ブ ル ー ベ リ ー 、 小 麦 な ど の 植 物 か ら 抽 出 し た も の が 好 ま し い 。
　 例 え ば 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 は 、 コ ー ヒ ー 生 豆 、 南 天 の 葉 、 リ ン ゴ 未 熟 果 等 の 植 物 体 か ら 抽
出 し た も の が 好 ま し く 、 さ ら に ア カ ネ 科 コ ー ヒ ー （ Coffee arabica LINNE） の 種 子 よ り 、
温 時 ア ス コ ル ビ ン 酸 、 ク エ ン 酸 酸 性 水 溶 液 又 は 熱 水 で 抽 出 し て 得 た も の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 生 コ ー ヒ ー 豆 抽 出 物 と し て は 、 長 谷 川 香 料 （ 株 ） 「 フ レ ー バ ー フ ォ ー ル ダ
ー 」 、 リ ン ゴ 抽 出 物 と し て は 、 ニ ッ カ ウ ヰ ス キ ー （ 株 ） 「 ア ッ プ ル フ ェ ノ ン 」 、 ヒ マ ワ リ
種 抽 出 物 と し て は 、 大 日 本 イ ン キ 化 学 工 業 （ 株 ） 「 ヘ リ ア ン ト 」 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 フ ェ ル ラ 酸 を 含 有 す る 天 然 物 抽 出 物 、 特 に 植 物 抽 出 物 と し て は 、 例 え ば 、 コ ー ヒ ー 、 タ
マ ネ ギ 、 ダ イ コ ン 、 レ モ ン 、 セ ン キ ュ ウ 、 ト ウ キ 、 マ ツ 、 オ ウ レ ン 、 ア ギ 、 カ ン シ ョ 、 ト
ウ モ ロ コ シ 、 大 麦 、 小 麦 、 コ メ 等 が 好 ま し く 、 特 に コ メ が 好 ま し い 。 本 発 明 に お け る コ メ
と は 、 イ ネ 科 イ ネ （ Oryza sativa LINNE） の 種 実 等 の 生 又 は 乾 燥 物 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 植 物 か ら フ ェ ル ラ 酸 を 抽 出 す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 コ メ の 糠 よ り 得 ら れ た 米 糠 油 を
、 室 温 時 弱 ア ル カ リ 性 下 で 含 水 エ タ ノ ー ル 及 び ヘ キ サ ン で 分 配 し た 後 、 含 水 エ タ ノ ー ル 画
分 に 得 ら れ た フ ェ ル ラ 酸 エ ス テ ル を 、 加 圧 下 熱 時 硫 酸 で 加 水 分 解 し 、 精 製 し て 得 る 方 法 が
挙 げ ら れ る 。 ま た 、 細 菌 （ Pseudomonas） を 、 フ ト モ モ 科 チ ョ ウ ジ ノ キ （ Syzygium aromat
icum MERRILL et PERRY） の つ ぼ み 及 び 葉 よ り 水 蒸 気 蒸 留 で 得 ら れ た 丁 子 油 、 又 は 丁 子 油
か ら 精 製 し て 得 ら れ た オ イ ゲ ノ ー ル を 含 む 培 養 液 で 培 養 し 、 そ の 培 養 液 を 、 分 離 、 精 製 し
て 得 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た フ ェ ル ラ 酸 は 化 学 合 成 、 例 え ば 、 バ ニ リ ン と マ ロ ン 酸 と の 縮 合 反 応 に よ っ て 製 造 す
る こ と も で き る （ Journal of American Chemical Society,74,5346,1952） 。
【 ０ ０ １ ６ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-160721 A 2006.6.22



　 本 発 明 の ヒ ト の 大 脳 疲 労 回 復 剤 と は 、 ヒ ト の 精 神 的 活 動 に 基 づ く 大 脳 疲 労 を 回 復 さ せ る
も の 及 び 該 大 脳 の 疲 労 を 軽 減 さ せ る も の で あ る 。 ヒ ト の 精 神 的 活 動 と は 、 ヒ ト の 論 理 的 理
解 力 を 伴 う 精 神 的 活 動 の こ と を い う 。 ヒ ト の 精 神 的 活 動 の 具 体 的 な 内 容 と し て は 、 思 考 作
業 、 計 算 作 業 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 作 業 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 上 記 の ヒ ト の 精 神 的 活 動 に 基
づ く 大 脳 疲 労 と は 、 個 人 差 も あ る が 、 パ ソ コ ン 作 業 等 に つ い て は 、 １ ～ ２ 時 間 後 の 状 態 を
い う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 精 神 的 活 動 に 基 づ く 大 脳 疲 労 は 、 ク レ ペ リ ン テ ス ト 、 Ａ Ｔ Ｍ Ｔ 、 計 算 負 荷 作 業 等 に よ り
生 じ た 精 神 疲 労 を フ リ ッ カ ー テ ス ト 等 を 実 施 し 評 価 で き る 。
　 ク レ ペ リ ン テ ス ト は 、 本 来 は 精 神 検 査 を 目 的 と し て 用 い ら れ て い る 連 続 加 算 作 業 で あ り
、 具 体 的 に は 、 横 に 並 ん だ 隣 り 合 わ せ の 一 桁 の 数 字 を 順 に 足 し て い く 作 業 で あ り 、 高 度 な
精 神 的 活 動 の 作 業 に 基 づ く 大 脳 疲 労 発 生 作 業 と し て 位 置 づ け る こ と が で き る 。 こ こ で ク レ
ペ リ ン テ ス ト は 計 算 能 力 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 作 業 、 連 続 思 考 等 の モ デ ル 系 と し て 、 定 量 化 の
た め に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ａ Ｔ Ｍ Ｔ は 、 本 来 は 精 神 機 能 検 査 法 と し て 用 い ら れ る も の で 、 タ ッ チ パ ネ ル 上 に 提 示 さ
れ た タ ー ゲ ッ ト と な る 数 字 を 順 に 押 し て い く 視 覚 探 索 課 題 で 、 タ ー ゲ ッ ト 毎 の 探 索 反 応 時
間 を 記 録 で き 、 反 応 毎 に タ ー ゲ ッ ト を 再 配 置 さ せ た り 、 あ る い は 新 規 に 追 加 発 生 さ せ る こ
と が で き る 。 そ の た め 、 課 題 遂 行 中 の ワ ー キ ン グ メ モ リ ー や 疲 労 度 を 測 定 す る こ と も 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 計 算 負 荷 作 業 は 、 英 数 字 検 出 課 題 、 数 字 加 算 課 題 、 短 期 記 憶 課 題 を 被 験 者 に 与 え る も の
で あ る 。 英 数 字 検 出 課 題 は 、 固 定 さ れ た 数 字 あ る い は 英 文 字 が 提 示 さ れ た 場 合 、 マ ウ ス を
左 ク リ ッ ク し 、 そ れ 以 外 で あ れ ば 、 右 ク リ ッ ク す る 課 題 で あ る 。 数 字 加 算 課 題 は 、 提 示 さ
れ た ２ 桁 ２ 段 の 数 字 を 全 て 加 算 し た 値 を キ ー ボ ー ド か ら 入 力 す る 課 題 で あ る 。 短 期 記 憶 課
題 は 、 最 初 に 左 側 に 提 示 さ れ た ４ つ の 数 字 に 合 致 し た 数 字 が 右 側 に 提 示 さ れ た 場 合 に 左 ク
リ ッ ク し 、 合 致 し な い 場 合 に は 右 ク リ ッ ク す る 課 題 で あ り 、 ３ つ の 課 題 は 精 神 的 活 動 の 作
業 に 基 づ く 大 脳 疲 労 発 生 作 業 と し て 位 置 づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ リ ッ カ ー テ ス ト と は 、 任 意 の 間 隔 で 点 滅 す る 光 源 に 対 す る 視 覚 反 応 を 測 定 す る 方 法 で
あ る が 、 直 接 的 に は 視 器 を 通 し て 大 脳 皮 質 の 活 動 状 態 （ 疲 労 状 態 ） を 評 価 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 大 脳 の 疲 労 度 回 復 効 果 を 計 測 す る た め に 、 フ リ ッ カ ー テ ス ト を 実 施 す る が 、 さ ら に 、 精
神 的 反 応 を 測 定 す る た め に 指 尖 容 積 脈 波 測 定 （ カ オ ス 解 析 ） を 計 測 す る こ と が 好 ま し い 。
指 尖 容 積 脈 波 測 定 （ カ オ ス 解 析 ） は 、 脈 の 動 態 が カ オ ス で あ る こ と よ り 指 先 か ら 身 体 全 体
の 状 態 を 数 値 化 で き る も の で あ る 。 カ オ ス は 複 数 の カ オ ス の 絡 み 合 い に よ り 生 じ 、 局 所 で
ひ と つ の カ オ ス を 形 成 す る 特 徴 を 持 つ 。 従 っ て 、 こ の 理 論 を 用 い た 解 析 を 行 な え ば 、 身 体
の 一 部 の み か ら の 情 報 で 身 体 全 体 の 状 態 を 数 値 と し て 把 握 で き る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 主 観 的 な 疲 労 感 を 調 べ る た め に 、 多 面 的 感 情 状 態 尺 度 、 自 覚 症 状 し ら べ 、 及 び 疲
労 に 関 す る 質 問 紙 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 品 の 疲 労 回 復 効 果 と し て は 、 精 神 疲 労 （ 大 脳 疲 労 ） と し て 示 さ れ る フ リ ッ カ ー テ
ス ト 値 の 低 下 が ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 等 の 摂 取 に よ っ て 回 復 及 び 軽 減 さ れ る こ と に あ る 。
　 な お 、 本 発 明 の ヒ ト の 大 脳 疲 労 回 復 剤 で 回 復 さ れ 得 る 大 脳 疲 労 は 、 主 と し て ヒ ト が 仕 事
や 勉 強 の 場 面 で 行 う デ ス ク ワ ー ク 等 に 基 づ く 疲 労 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の ヒ ト の 大 脳 疲 労 回 復 剤 の 有 効 成 分 で あ る ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 等 は 、 そ の ま ま 服 用 し
て も よ い が 、 好 ま し く は 薬 学 的 に 許 容 さ れ う る 塩 、 例 え ば 塩 酸 塩 の 形 で 、 賦 形 剤 、 担 体 等
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の 薬 品 及 び 食 品 分 野 で 慣 用 の 補 助 成 分 、 例 え ば 乳 糖 、 シ ョ 糖 、 液 糖 、 蜂 蜜 、 ス テ ア リ ン 酸
マ グ ネ シ ウ ム 、 オ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス 、 各 種 ビ タ ミ ン 類 、 ク エ ン 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 香 料
、 無 機 塩 な ど と と も に 、 カ プ セ ル 剤 、 錠 剤 、 粉 末 剤 、 顆 粒 剤 、 ド リ ン ク 剤 、 注 射 剤 、 点 滴
剤 等 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ド リ ン ク 剤 及 び 食 品 の 場 合 、 必 要 に 応 じ 、 他 の 生 理 活 性 成 分 、 ミ ネ ラ ル 、 ビ タ ミ ン 、 ホ
ル モ ン 、 栄 養 成 分 、 香 味 剤 等 を 混 合 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 食 品 と し て は 、 緑 茶 系
飲 料 、 烏 龍 茶 系 飲 料 、 紅 茶 系 飲 料 、 コ ー ヒ ー 系 飲 料 、 ア イ ソ ト ニ ッ ク 系 飲 料 と す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の ヒ ト の 大 脳 疲 労 回 復 剤 及 び 大 脳 疲 労 回 復 用 食 品 は 、 主 に コ ン ピ ュ ー タ 使 用 等 に
基 づ く 計 算 能 力 の 低 下 等 の 大 脳 機 能 低 下 の 回 復 に 有 用 で あ り 、 そ の 服 用 量 は 成 人 １ 日 あ た
り ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 、 カ フ ェ 酸 、 フ ェ ル ラ 酸 又 は そ れ ら の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 と し て ３ ０
～ １ ４ ０ ０ ０ mg、 よ り 好 ま し く は ５ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ mg、 さ ら に 好 ま し く は ２ ０ ０ ～ ７ ６ ０
０ mg、 特 に ２ ５ ０ ～ ３ ０ ０ ０ mgが 好 ま し い 。 大 脳 疲 労 回 復 効 果 を よ り 有 効 に 発 現 さ せ る た
め に は 、 毎 日 継 続 し て 服 用 す る こ と が 好 ま し い と 考 え ら れ る 。 ま た 、 本 発 明 の ヒ ト 大 脳 疲
労 回 復 用 食 品 は 、 大 脳 疲 労 を 感 じ る 方 へ 、 大 脳 機 能 低 下 の 回 復 に 、 等 と 表 示 す る こ と が で
き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 例 １
　 健 常 人 ８ 名 が 、 温 湿 度 一 定 の 部 屋 に 入 室 し 、 10分 間 馴 化 し た 後 、 安 静 状 態 の フ リ ッ カ ー
テ ス ト を 行 な い 、 つ ぎ に 計 算 負 荷 作 業 （ 英 数 字 検 出 課 題 ３ 分 、 数 字 加 算 課 題 ５ 分 、 短 期 記
憶 課 題 ３ 分 ） を 行 な っ た 後 再 び フ リ ッ カ ー テ ス ト を 行 な っ た 。 最 後 の フ リ ッ カ ー テ ス ト 後
、 主 観 的 ア ン ケ ー ト （ 多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版 ） を 用 い て そ の 時 点 で の 精 神 状 態 ・ 疲 労
感 を 聞 い た 。 ５ 分 間 休 憩 後 、 再 び フ リ ッ カ ー テ ス ト 、 計 算 負 荷 作 業 、 フ リ ッ カ ー テ ス ト の
順 に 試 験 を 行 な っ た 。 そ の 後 に ク ロ ロ ゲ ン 酸 主 成 分 と す る 生 コ ー ヒ ー 豆 抽 出 物 組 成 （ ク ロ
ロ ゲ ン 酸 類 ３ ０ ０ ｍ ｇ ） の 飲 料 あ る い は 水 （ プ ラ セ ボ ） を の ん で 、 再 び フ リ ッ カ ー テ ス ト
を 行 な っ た 。 同 時 に 飲 料 を 飲 む 前 後 で 主 観 的 ア ン ケ ー ト を 用 い て そ の 時 点 で の 精 神 状 態 ・
疲 労 感 を 聞 い た 。 ク ロ ロ ゲ ン 酸 主 成 分 と す る 生 コ ー ヒ ー 豆 抽 出 物 組 成 の 飲 料 あ る い は 水 を
の ん で ３ ０ 分 後 、 ６ ０ 分 後 、 ９ ０ 分 後 、 １ ２ ０ 分 後 に 同 様 に フ リ ッ カ ー テ ス ト 、 計 算 負 荷
作 業 、 フ リ ッ カ ー テ ス ト 、 主 観 的 ア ン ケ ー ト を 行 い 、 各 時 間 で の 計 算 負 荷 作 業 後 の フ リ ッ
カ ー テ ス ト と 主 観 的 ア ン ケ ー ト 得 点 の 変 化 を 評 価 し た 。 主 観 的 ア ン ケ ー ト は 、 複 数 の 感 情
の 主 観 的 状 態 を 同 時 に 測 定 す る た め の 質 問 紙 で あ り 、 抑 鬱 ・ 不 安 （ 気 が か り な 、 不 安 な 、
悩 ん で い る 、 自 信 が な い 、 く よ く よ し た ） 、 倦 怠 （ つ ま ら な い 、 疲 れ た 、 退 屈 な 、 だ る い
、 無 気 力 な ） 、 活 動 的 快 （ 活 気 の あ る 、 元 気 い っ ぱ い の 、 気 力 に 満 ち た 、 は つ ら つ と し た
、 陽 気 な ） 、 非 活 動 的 快 （ の ん び り し た 、 ゆ っ く り し た 、 の ど か な 、 お っ と り し た 、 の ん
き な ） 、 集 中 （ 慎 重 な 、 て い ね い な 、 丁 重 な 、 思 慮 深 い 、 注 意 深 い ） の ５ 項 目 に つ い て ど
の 程 度 感 じ て い る か ４ 段 階 （ １ ． 全 く 感 じ て い な い 、 ２ ． あ ま り 感 じ て い な い 、 ３ ． 少 し
感 じ て い る 、 ４ ． は っ き り 感 じ て い る ） で チ ェ ッ ク す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 フ リ ッ カ ー テ ス ト の 結 果 を 図 １ に 示 し た 。 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 を 服 用 し た 場 合 、 プ ラ セ ボ を
服 用 し た 場 合 に 比 べ 、 フ リ ッ カ ー 値 の 低 下 は 抑 制 さ れ て い た 。 ニ 元 配 置 分 散 分 析 （ Two fa
ctor factorial ANOVA） を 用 い て 検 討 し た 結 果 、 サ ン プ ル （ プ ラ セ ボ と ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 ）
間 の 変 動 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た （ p < 0.01） 。 ま た 、 一 元 配 置 分 散 分 析 （ One factor A
NOVA） 、 下 位 検 定 の 多 重 比 較 検 定 と し て 、 Fisher's PLSDを 用 い て 比 較 し た 結 果 、 サ ン プ
ル 飲 用 後 の 経 過 時 間 ３ ０ 分 後 、 ６ ０ 分 後 、 ９ ０ 分 後 は 有 意 な 差 が 認 め ら れ た （ p=0.02, p=
0.04, p<0.01） 。 ま た 、 図 ２ 、 ３ に 示 す よ う に 主 観 的 ア ン ケ ー ト に お い て は 、 倦 怠 と 活 動
的 快 の 点 に お い て サ ン プ ル （ プ ラ セ ボ と ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 ） 間 の 変 動 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ
た （ p＝ 0.04, p＝ 0.05） 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 例 ２
　 健 常 人 ８ 名 が 、 温 湿 度 一 定 の 部 屋 に 入 室 し 、 １ ０ 分 間 馴 化 し た 後 、 安 静 状 態 の フ リ ッ カ
ー テ ス ト を 行 な い 、 つ ぎ に 計 算 負 荷 作 業 （ 英 数 字 検 出 課 題 ３ 分 、 数 字 加 算 課 題 ３ 分 、 短 期
記 憶 課 題 ３ 分 、 Ａ Ｔ Ｍ Ｔ ） を 行 な っ た 後 再 び フ リ ッ カ ー テ ス ト を 行 な っ た 。 後 の フ リ ッ カ
ー テ ス ト 後 、 主 観 的 ア ン ケ ー ト （ 多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版 ） を 用 い て そ の 時 点 で の 精 神
状 態 ・ 疲 労 感 を 聞 い た 。 ５ 分 間 休 憩 後 、 再 び フ リ ッ カ ー テ ス ト 、 計 算 負 荷 作 業 、 フ リ ッ カ
ー テ ス ト の 順 に 試 験 を 行 な っ た 。 そ の 後 に ク ロ ロ ゲ ン 酸 主 成 分 と す る 生 コ ー ヒ ー 豆 抽 出 物
（ ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 ６ ０ ０ ｍ ｇ 、 成 分 ； ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 ４ ７ ． ９ ％ 、 カ フ ェ イ ン １ ． １ ％ ）
の 粉 末 １ ． ２ ５ ｇ あ る い は プ ラ セ ボ ６ ４ ４ ｍ ｇ （ 成 分 ； ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 ０ ． ８ ％ 、 カ フ ェ
イ ン ０ ％ ） を 合 計 ５ 包 の オ ブ ラ ー ト に 分 け て 包 み 、 水 １ ９ ０ ｍ Ｌ で 飲 用 し 、 再 び フ リ ッ カ
ー テ ス ト を 行 な っ た 。 同 時 に サ ン プ ル を 飲 む 前 後 で 主 観 的 ア ン ケ ー ト を 用 い て そ の 時 点 で
の 精 神 状 態 ・ 疲 労 感 を 聞 い た 。 ク ロ ロ ゲ ン 酸 主 成 分 と す る 生 コ ー ヒ ー 豆 抽 出 物 あ る い は プ
ラ セ ボ を の ん で １ ５ 分 後 、 ３ ０ 分 後 、 ６ ０ 分 後 、 ９ ０ 分 後 、 １ ２ ０ 分 後 に 同 様 に フ リ ッ カ
ー テ ス ト 、 計 算 負 荷 作 業 、 フ リ ッ カ ー テ ス ト 、 主 観 的 ア ン ケ ー ト を 行 い 、 各 時 間 で の 計 算
負 荷 作 業 後 の フ リ ッ カ ー テ ス ト と 主 観 的 ア ン ケ ー ト 得 点 の 変 化 を 評 価 し た 。 主 観 的 ア ン ケ
ー ト は 、 複 数 の 感 情 の 主 観 的 状 態 を 同 時 に 測 定 す る た め の 質 問 紙 で あ り 、 抑 鬱 ・ 不 安 （ 気
が か り な 、 不 安 な 、 悩 ん で い る 、 自 信 が な い 、 く よ く よ し た ） 、 倦 怠 （ つ ま ら な い 、 疲 れ
た 、 退 屈 な 、 だ る い 、 無 気 力 な ） 、 活 動 的 快 （ 活 気 の あ る 、 元 気 い っ ぱ い の 、 気 力 に 満 ち
た 、 は つ ら つ と し た 、 陽 気 な ） 、 非 活 動 的 快 （ の ん び り し た 、 ゆ っ く り し た 、 の ど か な 、
お っ と り し た 、 の ん き な ） 、 集 中 （ 慎 重 な 、 て い ね い な 、 丁 重 な 、 思 慮 深 い 、 注 意 深 い ）
の ５ 項 目 に つ い て ど の 程 度 感 じ て い る か ４ 段 階 （ １ ． 全 く 感 じ て い な い 、 ２ ． あ ま り 感 じ
て い な い 、 ３ ． 少 し 感 じ て い る 、 ４ ． は っ き り 感 じ て い る ） で チ ェ ッ ク す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 フ リ ッ カ ー テ ス ト の 結 果 を 図 ４ に 示 し た 。 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 を 服 用 し た 場 合 、 プ ラ セ ボ を
服 用 し た 場 合 に 比 べ 、 フ リ ッ カ ー 値 の 低 下 は 抑 制 さ れ て い た 。 ニ 元 配 置 分 散 分 析 （ Two fa
ctor factorial ANOVA） を 用 い て 検 討 し た 結 果 、 サ ン プ ル （ プ ラ セ ボ と ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 ）
間 の 変 動 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た （ p < 0.01） 。 ま た 、 図 ５ 、 ６ に 示 す よ う に 主 観 的 ア ン
ケ ー ト に お い て は 、 倦 怠 と 活 動 的 快 の 点 に お い て サ ン プ ル （ プ ラ セ ボ と ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 ）
間 の 変 動 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た （ p=0.05, p＜ 0.01） 。 ま た 、 下 位 検 定 の 多 重 比 較 検 定
と し て 、 Fisher's PLSDを 用 い て 比 較 し た 結 果 、 活 動 的 快 の 点 に お い て サ ン プ ル 飲 用 後 の
経 過 時 間 １ ５ 分 後 は 有 意 な 差 が 認 め ら れ た （ p=0.03） 。 さ ら に 、 サ ン プ ル 飲 用 後 の 経 過 時
間 ９ ０ 分 後 、 １ ２ ０ 分 後 で は サ ン プ ル 間 で 差 の 傾 向 が 認 め ら れ た （ p=0.08, p=0.08） 。
　 ま た 、 計 算 負 荷 課 題 の 結 果 を 図 ７ 、 ８ 、 ９ に 示 し た 。 図 に 示 す よ う に 英 数 字 検 出 課 題 、
短 期 記 憶 課 題 に お い て は 、 サ ン プ ル 間 の 変 動 に 有 意 な 差 が み と め ら れ た （ p=0.03,p＜ 0.01
） 。 ま た 、 数 字 加 算 課 題 に お い て は サ ン プ ル 間 で 差 の 傾 向 が 認 め ら れ た （ p=0.08） 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 服 用 後 の フ リ ッ カ ー 値 の 変 化 量 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 の 倦 怠 に 対 す る 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 の 活 動 的 快 に 対 す る 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 服 用 後 の フ リ ッ カ ー 値 の 変 化 量 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 の 倦 怠 に 対 す る 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 の 活 動 的 快 に 対 す る 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 の 英 数 字 検 出 課 題 に 対 す る 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 の 数 字 加 算 課 題 に 対 す る 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ク ロ ロ ゲ ン 酸 類 の 短 期 記 憶 課 題 に 対 す る 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
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